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６  日常生活面について   

Ｑ：下足置き場の工夫はどのようにすればよいですか？  

Ａ：椅子やベンチを使うことで座って履き替えることがで  

きます。立った状態ではうまくバランスを保持できな  

いことが多く、靴を履き替えるために時間を費やすこ  

とがあります。  

 

 

 

Ｑ：どのような靴を履いていますか？   

Ａ：マジックテープでとめる靴（写真①）であれば、一人での  

履き替えが可能な場合が多いです。ひもの靴は、自分で結  

ぶことが難しく、ひもがほどけてしまった場合、転倒につ  

ながる恐れがあります。ひもの靴よりもマジックテープで  

とめる靴は間口が広くなるので、脱ぎはきしやすくなりま  

す。  

かかとを入れるときの補助として、写真②のように、リ  

  ングを付けて引っ張るようにしている児童生徒もいます。  

写真③のように、冬季は、保温も兼ねてファスナーで閉  

じる靴を使用している児童生徒もいます。  

  

 

 

 

Ｑ：車椅子を使用の際はどのように介助したらよいですか？  

Ａ： ・初めに手助けが必要かどうか聞いてみましょう。  

      ・乗っている人が安心できるよう、一声かけてから車椅子を押す（止める）ように

しましょう。  

・坂道では、特に「下り」に注意しましょう。後ろ向きで下る方が、乗っている人

の姿勢が安定し、安全です。  

・腕や足が車椅子よりはみ出している場合があります。安全な位置に戻したり、周

囲にぶつかったりしないよう、注意が必要です。  

・停止しているときは必ずブレーキをかけておくようにします。  

写真③  

写真②  

写真①  



27 

 

 

 

 

Ａ：  荷物を持つ場合は、写真①のようにリュックなどを使用し、  

両手を使えるようにします。（クラッチの場合も同様です。）  

バランスが取りにくくなることがあるので、リュックの中  

身はなるべく軽くしましょう。坂道や段差は特に注意して移  

動するようにします。  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PC ウォーカー  

（Posture‐Control  walker）  

                       ※posture：姿勢  

PC ウォーカーは両手で上体を支持する

歩行器で、自分で上体を保持できる場合に使

用します。  

SRC ウォーカー  

（Spontaneous‐Reaction‐Control  

walker）  

※spontaneous：自発的   reaction：反応  

 

SRC ウォーカーは、前傾姿勢で身体を保持

するサポートを備えた歩行器です。支持面が４

面で広く、安定性が高いものです。普段は車い

すの児童生徒も SRC ウォーカーを使用するこ

とで、自分で自由に移動することができます。 

サドルがないタイプもあります。  

クラッチ  

Ｑ：ＰＣウォーカー、クラッチでの移動で配慮することは    

  ありますか？  

写真①  
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Ｑ：体調管理では、どんなことに気を付けるとよいですか？  

Ａ：自分で適切に訴えることができないことも考えられます。まず保護者から留意事項

などについて、十分に情報を得ておきましょう。  

一般的には、顔色、体温、呼吸や発汗の状態、尿量、便通などをチェックします。

（バイタルチェック）  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活全体を通して「いつもとは違う」という変化に注意することが大切！  

 

 

・必要に応じて、連絡帳などで毎日の変化やその日の体調を保護者から  

知らせてもらいます。連絡帳の様式を、体温や排せつ等の状況を記入  

できる形にしている場合もあります。  

・保護者から、受診の結果や医師、リハビリ担当からのアドバイスなども  

 教えてもらうようにします。保護者と一緒にリハビリを参観させてもら  

 える医療機関もあります。   

・養護教諭や学年部などで情報を共有して、日々の安全や健康の維持に配  

慮する必要があります。  

 

体温調節は、脳の中心部にある視床下部で行われます。

ここには体温をモニターするセンサーがあります。  

 

◎体温が上がると、循環（血流）や呼吸、発汗などによって放熱します。 

◎体温が下がると、筋運動による熱発生により調節します。  

 

人の体は、体温が高い状態では体力を消耗し、体温が低くなると、体の

動きは不活発になります。ほぼ一定した体温であることが、体全体が調子

よく動くために大事なことです。  

通常であれば、気温２５度前後で体内の温暖スイッチが切り替わり適応

できるようになっていますが、脳性まひや二分脊椎の人はこの機能が未熟

だったり不安定だったりするためスイッチが入りにくい場合があります。  
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Ｑ：食事について、どんなことに配慮すればよいですか？  

Ａ：・食べ物をかめない、むせやすいなど、普通の食事をすることが難しい場合は、ど

んな食形態がよいかを考えます。「一口大に切る」ほかに、飲み込みやすくする「き

ざみ食・ミキサー食・ペースト食」などがあります。飲みやすくするために「と

ろみ」をつけることもあります。医師や保護者と相談し、栄養士や給食担当者と

連携して進めましょう。  

・体温調節のため、こまめに「水分を飲む」ことが必要な場合もあります。休み時

間などを利用して対応しましょう。また、食事中に体温が上がる場合は、うちわ

や扇子、保冷剤などを常備しておくとよいでしょう。  

・普通の食器や箸などが使いづらい場合は、「テーブルや食器・用具」などを工夫し

ます。テーブルに敷く滑り止めマットや握りやすいように箸等につけるグリップ

などは、100 円ショップでも手に入れることができます。用具を使いやすくして、

自分でできることを増やし、楽しく食事をしていくことが大切です。  

・むし歯予防に食後の「歯磨き」も大切です。歯ブラシにもいろいろな形状のもの

がありますので、歯科医に相談してみましょう。歯磨きが十分にできない場合は、

食後に水やお茶を飲んだり、うがいをしたりしても効果があります。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：トイレで配慮することはありますか？  

Ａ：  和式トイレより洋式トイレが使いやすいでしょう。両足で  

身体を支えることが困難な場合は、両側に手すりがあると安全  

です。  

車椅子を使用している男子であれば、尿器を使うことにより     

座位のまま自分でできる場合もあります。  

トイレの入口のドアをカーテンに変えてみましょう。       

車椅子を使用していても一人で出入りしやすくなります。                                 

握りやすく口に運びやすい

スプーン  縁が工夫されていて、食物がすくいやすい皿

（底面に滑り止め）  

鼻の部分をカットした訓練用のカットアウトコップ  

頭をそらさずに飲むことができ、介助者が口元を確認

しやすくなっています。  

低学年用トイレ  

（補助便座使用）  


